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◇
実

施
日

；
平

成
２

９
年

０
６

月
０

９
日

( 金
)  

晴
 

◇
参

加
者
；
川

島
 

功
、
沖

﨑
吉

信
、
児

嶋
道

夫
、
山

川
治

雄
、
梶

野
照

雄
。

 

川
邑

隆
男

、
宮

本
秀

男
( 以

上
山

川
さ

ん
の

親
友

) 。
 

７
名

。
 

 

 
例

年
４

月
下

旬
か

ら
５

月
下

旬
の

一
ヶ

月
間

は
、

各
山

小
屋

の
年

間
宿

泊
 

者
の

半
数

が
集

中
す

る
時

期
で

あ
り

、
熊

野
修

験
の

接
待

も
加

わ
り

我
々

ぐ
 

る
ー

ぷ
と

し
て

は
一

番
の

多
忙

期
で

あ
る

。
 

 
今

年
は

特
に

右
行

事
に

日
本

山
岳

会
と

の
交

流
会

(5
/2

2
～

2
3
) 、

 
新

宮
千

 

穂
ヶ

峰
を

守
る

会
(5

/2
3
～

2
4
) 、

三
井

寺
奥

駈
行

(5
/2

6
) の

来
宿

接
待

に
加

え
 

て
、

行
仙

宿
・

行
者

堂
の

「
修

復
・

役
行

者
尊

像
」

開
眼

供
養

法
要

も
あ

っ
 

こ
て

、
多

忙
の

上
に

超
の

字
が

二
つ

来
る

位
の

忙
し

さ
で

あ
っ

た
。

 

 
５

月
１

６
日

～
１

７
日

の
開

眼
供

養
法

要
終

了
後

の
２

０
日

に
、

下
北

山
 

村
役

場
よ

り
代

表
宅

に
電

話
が

入
り

「
昨

日
、

行
仙

宿
を

出
て

上
葛

川
・

玉
 

置
山

登
山

口
着

予
定

の
単

独
登

山
者

が
、

帰
坂

し
な

い
と

家
族

か
ら

捜
索

願
 

い
が

出
た

。
つ

い
て

は
、
モ

ノ
レ

ー
ル

を
借

用
し

た
い

」
と

の
話

で
あ

っ
た

。
 

以
後

、
十

津
川

村
・

下
北

山
村

は
、

警
察

・
消

防
団

・
役

場
職

員
等

で
２

 

１
日

か
ら

行
仙

宿
～

上
葛

川
集

落
間

で
行

方
不

明
者

の
捜

索
活

動
を

さ
れ

 

た
が

見
つ

か
ら

ず
、

２
３

日
に

捜
索

活
動

が
打

切
り

に
な

っ
た

。
 

 
５

月
２

９
日

夕
方

、
下
北

山
村
・
森
岡

総
務

課
長

か
ら

代
表

宅
に

電
話

が
 

あ
り
「

遭
難

者
の

家
族

は
、
山

歩
き

は
不

慣
れ

で
あ

る
が

、
最

終
テ

ン
ト

泊
 

し
た

行
仙

宿
へ

登
り

た
い

と
の

要
望

が
あ

り
、
新

宮
山

彦
ぐ

る
ー

ぷ
の

モ
ノ

 

レ
ー

ル
を

使
用

す
れ

ば
比

較
的

に
楽

に
登

れ
る

事
を

伝
え

た
ら

、
紹

介
願

い
 

た
い

と
の

事
か

ら
、

遭
難

者
の

奥
様

に
電

話
連

絡
先

を
教

え
て

も
良

い
か

」
 

と
の

電
話

が
あ

り
了

承
し

た
。

 

 
直

ぐ
に

代
表

宅
に

遭
難

者
( 大

阪
市

・
向

手
明

則
・

６
２

才
) の

奥
様

か
ら

 

連
絡

が
入

り
「
体
力

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
欠

か
さ

ず
、
慎
重

で
周
到

に
計
画
プ

 

ラ
ン

を
立

て
、
吉

野
か

ら
計
画
通

り
行

動
し

連
絡

が
あ

っ
た

。
又

、
携
帯

電
 

話
の

電
池

切
れ

が
無

い
様

に
予
備

電
池

を
４
個
持

っ
て

出
か
け

る
な
ど

、
行

 

方
不

明
に

な
っ

た
事

が
信
じ

が
た

い
心
情

」
を
お
聞

き
し
ま

し
た

。
又

、「
１

 

８
日

に
何
処

か
で
転

ん
だ

様
で

、
眼
鏡

の
片

方
を
壊

し
て

い
る

」
と

の
こ

と
。
 

「
友
達

に
は

、
行

仙
宿

を
３

時
に

出
発

し
て

３
時

間
半

で
上

葛
川

に
行
く

 

と
の

電
話

連
絡

が
あ

っ
た
そ
う

で
す

。
計
画
書

で
は

、
笠
捨

山
→
香
精

山
→

 

上
葛

川
分
岐

か
ら
降

り
て

、
上

葛
川

ト
ン
ネ

ル
を
抜
け

た
玉

置
山

登
山

口
バ

 

ス
停

９
時

半
頃

の
バ
ス

で
帰

阪
す

る
計
画

」
に

な
っ

て
い
ま

し
た

。
 

計
画
書

で
は

、
上

葛
川
ま

で
５

時
間

１
０
分

要
す

る
の

に
、
な
ぜ

友
達

に
 

３
時

間
半

と
云

っ
た

の
か

、
あ

わ
て

て
い

た
の
だ
ろ
う

か
と

・
・

・
。

 

笠
捨

山
を
越

え
て
「
①
地
蔵

岳
、
東

屋
岳

を
通

ら
ず

に
鉄
塔
巡
視
路

を
辿

 

る
。
②

葛
川
辻

か
ら
旧
逓

信
道

を
辿

り
上

葛
川

へ
下

る
。
ル

ー
ト

を
辿

れ
ば

、
 

時
間
短
縮

が
可
能

な
ル

ー
ト

が
あ

る
」

こ
と

を
代

表
か

ら
伝

え
ら

れ
た

。
 

山
岳

会
等

に
所
属

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、
友
達

等
で
何

と
か

捜
索

を
継

 

続
す

る
意

向
で

あ
る

こ
と

が
判

り
ま

し
た

。
 

本
来

な
ら

ば
捜

索
活

動
に
即

参
加

す
べ

き
で

あ
る

が
、
以
前

で
あ

れ
ば

 

声
を

か
け

れ
ば
対
応
可
能

で
あ

っ
た

が
、
当

ぐ
る

ー
ぷ

の
会

友
減

と
高
齢

 

化
し

た
現
状

で
は

、
捜

索
の
即
答

も
出

来
ず

、
我

々
の

活
動
エ
リ
ヤ
内

で
 

あ
り

、
行

事
を
勘
案

し
な

が
ら
極
力
協
力

す
る

事
が

伝
え

ら
れ
ま

し
た

。
 

 
数

日
後

、
代

表
が

阪
本

で
農
作
業

し
て

い
る

と
、

山
川

さ
ん

が
友
達

と
 

立
寄

っ
た
際

に
「

行
方

不
明

者
の

捜
索

は
、

打
切

り
に

な
っ

た
。

道
に
迷

 

っ
た

の
で

は
無
く

、
滑

落
・
転

落
が
想

定
さ

れ
、

こ
の

事
故

の
可
能
性

が
 

高
い

場
所

は
、
槍

ヶ
岳

・
地
蔵

岳
の
鎖

場
尾
根
だ

と
思
う

。
 

此
処

は
、
ザ
イ

ル
を

使
っ

て
懸
垂

下
降

捜
索

す
る
必

要
が
在

る
の

で
す

が
、

今
回

の
捜

索
で

は
誰

も
実

施
し

て
い

な
い

の
で

、
行

事
の
関
係

か
ら

６
月

下
旬
頃

に
捜

索
す

る
計
画

を
し

て
い

る
事

を
伝

え
た

。
 

気
象
庁

か
ら

６
月
８

日
に
梅
雨

入
り

が
発

表
さ

れ
、

６
月

１
０

～
１

１

日
( 日

) に
予

定
し

て
い

た
「
楊
子

ノ
宿

先
の
倒
伏
石
柱

道
標

復
元

と
登

山

道
整
備

」
行

事
は

、
１

１
日

は
雨

の
予
報

の
た
め

中
止

に
し

た
。

 

山
川
氏

は
、

三
重
県

山
岳
救
助
隊

員
資
格

の
腕
章

を
持

た
れ

た
方

で
、
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「
友
達

に
ア
プ
ザ
イ

レ
ン

の
熟
練

者
が

い
て
地
蔵

岳
付
近

の
懸
垂

下
降

に
よ

る
捜

索
を

９
日

に
実

施
す

る
、

つ
い

て
は
何
人

か
同

行
願

い
た

い
旨

」
の

連

絡
が

あ
っ

た
。

 

中
止

行
事

へ
参

加
予

定
の
樋

口
・

川
島

が
同

行
す

る
事

に
し

た
が

、
樋

口

氏
の
都
合

が
悪
く

、
児

嶋
・

川
島

・
沖

﨑
の

３
人

が
同

行
す

る
手
配

を
と

と

の
え

た
。

 

当
日

、
朝

７
時

に
行

仙
宿

登
山

口
に

６
人

が
集
結

。
尚

、
梶

野
君

は
国

道

４
２

５
号
線

か
ら
東

屋
岳
経
由

に
て

１
０

時
３

０
分
頃

に
地
蔵

岳
で
合

流
。

 

捜
索
お
礼

、
自
己

紹
介

を
行
う

、
川

邑
、
宮

本
両
氏

と
は
初
対
面

で
あ

る
。

 

宮
本
氏

は
、
前

日
、
ネ
ッ

ト
や

吉
野

警
察
署

へ
も

電
話

さ
れ

、
不

明
の
経

緯
や

遭
難

者
は

、
身

長
１

７
０
㎝

・
体
重

７
０
㎏

・
黒
髪

・
モ

ン
ベ

ル
青
色

ザ
ッ
ク

と
靴

・
金
縁

眼
鏡

着
用

の
方
だ

と
説

明
し

て
下

さ
る

。
 

修
理
済
み
チ
ェ

ン
ソ

ー
２
台

を
荷

上
げ

し
、

行
者

堂
で

遭
難

者
が

見
つ

か

る
よ
う

に
祈

る
。

 

川
島
・
児

嶋
・
川

邑
・
宮

本
氏

は
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
・
ハ

ー
ネ
ス

を
装

着
し

、

８
時

２
０
分

行
仙

宿
を

出
て

、
笠
捨

山
捲

き
道

( 旧
逓

信
道

) 経
由

で
葛

川
辻

、

槍
ヶ

岳
手
前

の
N

o
２

６
鉄
塔

で
小
休
止

し
槍

ヶ
岳

下
に

１
０

時
頃

に
着
く

。
 

こ
の

間
も

、
も

し
下

の
斜
面

に
も

と
の
思

い
か

ら
６
人

が
、
そ

れ
ぞ

れ
目

を
こ

ら
し

て
歩

い
た

が
、
異
状

は
無

か
っ

た
。

 

槍
ヶ

岳
鎖

場
に
取
付

き
、
槍

ヶ
岳

と
地
蔵

岳
鎖

場
へ

の
小
キ

レ
ッ

ト
で

、

左
右

に
落
ち
込

ん
で

い
る
地
点

に
来

た
。
此
処

で
川

島
、

児
嶋
氏

の
二
人

が

組
ん

で
捜

索
す

る
。

 

児
嶋

さ
ん

は
、
懸
垂

下
降

し
た

捜
索
箇
所

が
ダ
ブ

ら
な

い
様

に
、

は
が

き

大
の
ダ

ン
ボ

ー
ル
札

を
掛
け

る
指
示

が
あ

り
、

用
意

さ
れ

て
い

た
。
又

、
二

次
遭

難
し

な
い

よ
う

各
自

が
エ
イ

ト
環

、
ア
ッ
セ

ン
ダ

ー
( 登
高
器

) 等
で
ビ

レ
イ

を
確

実
し

て
慎
重

に
行
う

。
 

こ
の

先
に

梶
野
君

が
待
機

し
て

い
る

は
ず

と
４
人

は
、

二
人

に
託

し
て
地

蔵
岳

山
頂

方
面

へ
。

直
ぐ

に
梶

野
君

と
合

流
し

た
。

 

梶
野
君

の
話

で
は

、
東

屋
岳

方
面

の
最

後
の
鎖

場
で

、
体

を
預
け

る
太
め

の
鎖

と
ザ
ッ
ク

用
鎖

の
鎖

が
２

本
下

が
っ

て
い

る
が

、
ザ
ッ
ク

用
の
鎖

が
途

中
で

切
れ

て
い

る
と

の
情
報

か
ら

、
そ

の
鎖

場
に

向
う

。
確

か
に
途

中
か

ら

切
れ

て
い

る
。

切
れ

て
下

へ
落
ち

た
こ

と
も

事
も
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、

宮
本

さ
ん

は
左

、
川

邑
さ

ん
は

右
へ

下
降

さ
れ

た
。

 

そ
の

間
、

梶
野

、
沖

﨑
で
鎖

の
検
分

を
す

る
が

、
切

れ
て

は
い

る
が

、
鎖

の
口

が
開

い
た
状
態

で
な
く

、
上

か
ら

の
下
部

に
は
シ
ャ
ッ
ク

ル
が

あ
っ

て

異
常

が
な

い
、
何
故

こ
う

な
っ

た
か
判

ら
な

い
が

、
元

の
状
態

に
戻

し
た

。
 

右
に
降

り
た

川
邑

さ
ん

は
、

１
２

～
１

３
分

で
戻

っ
て

来
た

が
、
左

の
宮

本
さ

ん
は

か
な

り
苦
戦

さ
れ

て
い

て
、

川
邑

さ
ん

が
サ
ポ

ー
ト

に
降

り
る

。

３
０
分

位
要

し
た

が
、
左

右
と

も
落
ち

た
様
子

は
無

い
と

の
こ

と
。

 

川
島

、
児

嶋
両
氏

は
、

３
地
点

・
４
箇
所

で
、

４
０
ｍ
ザ
イ

ル
で
懸
垂

下

降
( 左

右
１
ヵ
所

) し
、
更

に
斜
面
基
部

を
横

に
辿

っ
て

捜
し

た
り

、
降

り
た

地
点

か
ら
左

右
の
急
斜
面

を
見

て
捜

し
た

が
、

見
つ

か
ら

な
か

っ
た

と
、
や

っ
て

来
て
全

員
７

名
が
揃

い
昼
食

に
し

た
。

 

梶
野
君

は
、

昨
日

十
津

川
警

察
署

へ
出

向
き

不
明

者
の
計
画
書
や

捜
索
情

報
を
聞

い
て
く

れ
て

い
た

。
 

 
 

 

懸
垂

下
降

装
備

の
方

々
 

 
ザ

イ
ル

で
懸

垂
下

降
 

 
本

日
の

捜
索

者
 

 ４
人

( 川
邑
・
宮

本
・
児

嶋
・
川

島
) が

、
槍

ヶ
岳

～
地
蔵

岳
尾
根

の
転

落
・

滑
落

し
そ
う

な
計
８
ヵ
所

を
懸
垂

下
降

捜
索

し
た

が
、

手
掛

り
も
含
め
発

見



 3 

に
は
至

ら
な

か
っ

た
。

 

今
回

の
捜

索
か

ら
槍

ヶ
岳

・
地
蔵

岳
を
通

ら
ず

、
鉄
塔
巡
視
路

を
通

り
香

精
山

手
前

へ
の

ル
ー

ト
を
辿

っ
た
可
能
性

も
大

き
く

、
下

山
ル

ー
ト

の
特

定

は
難

し
い

が
、

こ
れ

と
思
う

事
を

一
つ

一
つ

つ
ぶ

し
て

行
く

し
か

な
い
だ
ろ

う
。

 

帰
路

は
、
捲

き
道

で
は

な
く

、
笠
捨

山
頂

を
経
由

し
て

、
岩
稜

の
岩

場
下

の
基
部

を
歩

行
捜

索
し

た
が

、
見

つ
か

ら
な

か
っ

た
。

 

１
６

時
過
ぎ

に
行

仙
宿

に
戻

り
、

落
石

防
止
工

事
の
通

行
規
制
解
除

の
１

７
時
過
ぎ

に
通
過

し
て

帰
宅

し
た

。
 

尚
、

梶
野
君

は
、

帰
路

１
５

時
半

に
十

津
川

警
察
署

に
立
寄

り
、

捜
索
状

況
を
報
告

し
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

( 記
 

沖
﨑

) 

  
 

  新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

９
３

５
回

ー
２

 

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道
のの のの
行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
～～ ～～
上
葛
川
間

上
葛
川
間

上
葛
川
間

上
葛
川
間
でで でで
行
方
不
明
者

行
方
不
明
者

行
方
不
明
者

行
方
不
明
者
のの のの
捜
索

捜
索

捜
索

捜
索
    

     
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
(( (( 上

葛
川
集
落

上
葛
川
集
落

上
葛
川
集
落

上
葛
川
集
落
～～ ～～
葛
川
辻

葛
川
辻

葛
川
辻

葛
川
辻
～～ ～～
鉄
塔
巡
視
路

鉄
塔
巡
視
路

鉄
塔
巡
視
路

鉄
塔
巡
視
路
～～ ～～
香
精
山
間

香
精
山
間

香
精
山
間

香
精
山
間
のの のの
捜
索

捜
索

捜
索

捜
索
)) ))     

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
    

◇
実

施
日

；
平

成
２

９
年

０
６

月
１

１
日

( 日
)  
曇
り

時
々

小
雨

 

◇
参

加
者

；
山

川
治

雄
、

中
村
佳
文

、
杉
松

道
之

。
 

 
 

 
 

 
３

名
。
 

 

山
川

さ
ん

は
、
こ

の
日
天
気
具
合

不
安

の
中

、
中

村
、
杉
松
両
氏

の
協
力

 

を
頂

き
、

上
葛

川
集

落
奥

の
旧
木
馬

道
( 旧
逓

信
道

) か
ら

葛
川
辻

間
の

４
地

 

点
で

、
ザ
イ

ル
で
降

り
た

が
見

つ
か

ら
ず

。
更

に
槍

ヶ
岳

手
前

の
N

o
２

６
 

鉄
塔

か
ら
鉄
塔
巡
視
路

を
辿

り
、
香
精

山
近
く
迄

捜
索

さ
れ

た
が

、
見

つ
か

 

ら
な

か
っ

た
と

の
事
だ

っ
た

、
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

( 山
川
氏

よ
り
聴
取

し
沖

﨑
記

) 

 

新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

９
３

５
回

ー
３

 

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道
のの のの
行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
～～ ～～
上
葛
川
間

上
葛
川
間

上
葛
川
間

上
葛
川
間
でで でで
行
方
不
明
者

行
方
不
明
者

行
方
不
明
者

行
方
不
明
者
のの のの
捜
索

捜
索

捜
索

捜
索
    

     
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
(( (( 行

仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
～～ ～～
笠
捨
山
捲

笠
捨
山
捲

笠
捨
山
捲

笠
捨
山
捲
きき きき
道道 道道
～～ ～～
N
o
2
5

N
o
2
5

N
o
2
5

N
o
2
5
鉄
塔
巡
視
路

鉄
塔
巡
視
路

鉄
塔
巡
視
路

鉄
塔
巡
視
路
のの のの
捜
索

捜
索

捜
索

捜
索
)) ))     

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
    

◇
実

施
日

；
平

成
２

９
年

０
６

月
１

３
日

( 火
)  

晴
 

◇
参

加
者

；
梶

野
照

雄
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
１

名
。

 

 

ネ
ッ

ト
の

山
行
記
録

に
、

N
o
2
5
鉄
塔

の
巡
視
路

に
迷

い
込

ん
だ
人

が
、

 

あ
っ

た
の

で
確
認

に
行

っ
て

き
ま

し
た

。
 

危
な

い
所

は
あ

り
ま

す
が

、
異
常

な
し

で
し

た
。
鉄
塔
ま

で
は
階
段

も
 

あ
り

は
っ

き
り

し
た

道
で

す
。
鉄
塔

か
ら

先
は

道
が

あ
り
ま
せ

ん
。

 

 
 

 

 


